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下記発表論文に示すように、2013-2014年に５つの論文をpublish～in pressとすること

ができた。糖尿病発症前段階の予備群または発症早期にある集団について、空腹時血糖

値(FPG)と経口糖負荷試験(OGTT)2時間値(2h-PG)の観点から解析し、日本人糖尿病に特徴

的な発症要因に関する知見を得た。また栄養情報と臨床指標の双方のデータを収集し、

糖尿病と合併症の発症・進展要因について栄養学の観点から解析し成果発表を行った。 

【25年度の成果】 

これまでに日本人では空腹時血糖値よりも経口糖負荷試験(OGTT)２時間値が先行して

上昇する例が多く、これが日本人糖尿病の特徴であることを報告してきた。しかし糖尿

病発症前-早期の段階においてこのようなサブタイプが生じかは十分には明らかにされて

いなかった。今回糖尿病発症前-早期にある対象について、FPGと2h-PGの観点から解析

し、日本人固有の病態を明らかにした。また健診受診者や若年者などから同意を得て栄養

情報を収集し、臨床指標として空腹時血糖値、75gOGTTなどを施行し、空腹時インスリン値

や、糖代謝、脂質代謝、および合併症に関与する因子など、血糖上昇と合併症に寄与する

因子を測定した。具体的な調査項目としては肥満歴、体脂肪分布、血圧など理学的所見、

空腹時インスリン値や、糖代謝、脂質代謝、および合併症に関与する因子（BS、HbA1c、イ

ンスリン、T-Chol、TG、HDL-C、FFA、肝機能、腎機能、血液学的検査、hs-CRP、炎症関連

因子、接着分子関連因子、尿中アルブミン排泄量、末梢神経機能など）である。健康診断

の結果などからOGTTを受けることがすすめられた対象（尿糖、空腹時血糖値100mg/dl以

上、糖尿病家族歴、肥満BMI>25および肥満歴等）などに対してOGTTを行い、糖脂質代謝、

炎症関連因子などを測定した。以上のような研究成果は代表者の福島、共同研究者の雀部

などにより、国内外の学会などで発表を行い、英文専門誌に投稿し、５本の論文が掲載ま

たは受領された。認定看護師教育センターなどで糖尿病に関する専門的技術や知識・経験

を持つ人材の育成を行った。 
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【今後の取組】 

食後高血糖のあるものは心血管イベントなどの糖尿病合併症の頻度が高いことが指摘

されている。本研究の成果から、急増する糖尿病と合併症の抑制に対し、食後高血糖に

ターゲットを置いた新しい糖尿病・合併症への治療・予防ストラテジーの構築が期待で

きる。さらに食後高血糖、インスリン分泌能、インスリン抵抗性、炎症関連因子とITNA-

1を用いて得られた栄養情報との関係を解析し、日本人糖尿病の特徴と食文化との関係を

解明する上で重要な知見を得るとともに、日本人糖尿病の病態にあった栄養療法の実践

という観点からの提言を行う。加えて認定看護師教育センターなどで糖尿病に関する専

門的人材育成を継続して行い、地域における糖尿病拠点つくりを充実・発展させる。 
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